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(
一
)

万
葉
集
巻
第
1
所
収
の
「
中
大
兄
鞄
謡
御
三
山
歌
」
と
そ
の
反

敬
(
C
O
.
蝣
<
&
.
L
O
番
)
に
つ
い
て
は
古
来
へ
解
釈
上
問
題
を
多
く

含
む
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

仙
1
 
3
番
長
歌
の
「
高
山
」
・
「
雲
根
火
」
・
「
耳
梨
」
三
山
の
性
別
に

関
す
る
問
題

㈲
右
の
三
山
の
相
関
伝
説
を
も
と
に
、
こ
れ
を
中
大
兄
・
大
海
人

・
額
田
王
三
名
の
恋
の
あ
ら
そ
い
に
擬
し
て
解
釈
す
る
こ
と
の

是
非
の
問
題

㈲
1
 
5
番
の
左
注
に
、

「
右
1
首
歌
、
今
案
不
レ
似
二
反
歌
1
也
。
(
下
略
)
」

と
あ
る
ご
と
-
、
名
歌
の
誉
れ
高
い
「
渡
津
海
乃
豊
壌
雲
余

-
-
」
の
歌
は
三
山
歌
の
反
歌
に
似
つ
か
わ
し
-
な
い
と
い
う

疑
義
に
つ
い
て
の
解
釈
の
問
題

の
三
つ
の
問
題
は
現
在
筆
者
の
関
心
を
ひ
-
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右

の
問
題
に
つ
い
て
へ
か
り
に
、
仙
・
㈲
を
内
容
上
、
畑
を
形
式

(
排
列
)
上
の
問
題
と
区
別
し
て
も
ま
っ
た
-
便
宜
上
の
手
段
に

す
ぎ
ず
'
内
容
は
形
式
(
排
列
)
と
相
互
に
か
ら
ま
り
単
純
に
は

律
し
得
な
い
。
そ
こ
に
問
題
の
大
き
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
㈲
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
考
え
は
津
清
久

孝
博
士
の
「
万
葉
集
注
釈
」
の
説
を
全
面
的
に
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
博
士
は
「
高
山
」
を
女
、
「
雲
根
火
」
を
男
、

「
耳
梨
」
を
男
と
す
る
仙
覚
の
説
を
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
筆
者
自
身
も
大
和
に
て
そ
の
山
容
に
接
し
今
さ
ら
な
が
ら

同
感
の
意
を
つ
よ
-
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
し
て
㈲
の
問
題
を
考
え
る
時
、
「
う
つ
せ
み
も
つ



福

田

益

和

ま
を
あ
ら
そ
ふ
」
こ
と
を
「
一
般
的
な
世
上
の
問
題
」
と
す
る

(
、
l
旺
-
)

「
全
注
釈
」
の
説
も
あ
る
が
、
古
-
伴
信
友
は
そ
の
著
「
長
等
の

山
風
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
つ
ま
あ
ら
そ
ひ
」
は
中
大
兄
・
大
海

人
・
額
田
三
名
の
そ
れ
を
さ
す
と
特
定
L
へ
さ
ら
に
「
御
兄
弟
の

御
中
の
し
た
に
は
親
睦
か
ら
ず
、
つ
ひ
に
壬
申
年
の
ゆ
,
し
き
諸

事
も
そ
れ
に
き
ざ
せ
る
に
は
あ
ら
じ
か
」
と
さ
え
言
い
切
っ
て
い

る
。
こ
れ
程
極
端
で
は
な
い
が
、
「
香
具
山
を
額
田
王
に
、
畝
傍
を

o

o

o

o

御
み
づ
か
ら
に
ひ
そ
か
に
擬
し
給
ふ
『
御
底
心
』
」
と
す
る
浮
薄

(
:
症
-
)

博
士
の
説
も
あ
る
。
や
や
異
色
の
説
で
あ
る
が
、
土
屋
文
明
氏
の

(
注
3
)

「
私
注
」
で
は
、
「
三
山
が
、
別
に
あ
る
一
人
の
妻
(
恐
ら
-
人
間

の
虞
女
)
を
相
争
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
次
の
㈱
の
左
注

の
問
題
と
も
か
ら
ま
せ
て
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
先
に

言
え
ば
中
大
兄
の
三
山
歌
の
つ
ま
か
ら
そ
い
に
は
l
般
的
な
世
上

の
問
題
と
い
う
よ
り
中
大
兄
・
大
海
人
・
額
田
王
の
姿
が
う
つ
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
畑
の
左
注
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
今

案
不
レ
似
二
反
歌
一
也
」
に
よ
っ
て
、
1
 
5
番
の
歌
を
、
(
注
4
)

研
反
歌
で
は
な
い
と
す
る
説
(
代
匠
記
・
古
義
・
新
講
な
ど
)

的
反
歌
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
説
(
略
解
・

(
荏
-
)

総
釈
・
全
注
釈
・
私
注
・
注
釈
な
ど
)

と
み
る
相
反
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
題
詞
「
中
大
兄
碧
顕
御
三
山
歌
」
の
問
題
を
も
考
慮
に

十
八

入
れ
、
1
 
5
番
の
歌
の
内
容
や
先
に
あ
げ
た
価
の
問
題
等
を
勘
案
し

て
1
 
5
番
の
歌
の
実
作
者
を
中
大
兄
と
は
み
ず
額
田
王
の
歌
と
考
え

た
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
1
 
5
番
を
三
山
歌
の
反
歌
で
は
な
い
と

考
え
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
こ
の
畑
の
問
題
を
中
心
に
し
て
筆
者
の
結
論

の
拠
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
。

口

1
 
5
番
左
注
の
全
文
は
次
の
ご
と
-
で
あ
る
。

「
右
1
首
歌
、
今
案
不
レ
似
二
反
歌
l
也
。
但
、
者
本
以
二
此
歌
一

載
二
於
反
歌
一
。
故
今
猶
載
二
此
次
㌦
亦
紀
日
、
天
豊
財
重
自

足
姫
天
皇
先
四
年
乙
巳
、
立
二
天
皇
l
鳥
二
皇
太
子
一
。
」

「
亦
妃
日
」
以
下
は
天
智
紀
巻
頭
所
引
の
文
で
当
面
の
問
題
に
は

直
接
か
か
わ
ら
な
い
の
で
一
応
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
万
葉
集
の
歌
に
左
注
を
加
え
た
人
が
誰
で
あ
る
か

明
ら
か
で
な
い
が
、
津
清
博
士
に
よ
れ
ば
、
こ
の
巻
を
今
日
の
形

に
整
理
し
た
人
-
恐
ら
-
大
伴
家
持
と
思
は
れ
る
I
が
加
え

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
万
葉
集
全
巻
に
わ
た
っ
て
「
(
令
)

案
」
の
文
字
を
明
記
す
る
左
注
に
つ
い
て
調
べ
る
と
次
の
ご
と
-

な
る
。

(
注
-
)

○
右
l
首
歌
、
到
圏
不
レ
似
二
和
歌
】
.
但
、
者
本
載
二
千
此
次
一
。

故

以

猶

載

レ

蔦

。

(

巻

第

一

、

1

 

9

番

左

注

)



○
右
二
首
、
今
案
不
レ
似
二
御
井
所
作
1
.
若
疑
昔
時
諦
之
古
歌
欺
。

(
ク
、
8
 
3
番
左
注
)

○
右
一
首
へ
今
‾
萄
不
レ
似
二
移
葬
之
歌
】
 
。
蓋
疑
従
二
伊
勢
神
宮
l
還
レ

・
京
之
時
、
路
上
見
レ
花
感
傷
衷
咽
作
二
此
歌
1
乎
o

(
巻
第
二
、
臓
番
左
注
)

○
右
、
今
案
、

此
歌
一
蔦
。

○
右
、
今
‾
劃
、

○
右
、
剣
蘭
、

○
右
、
今
‾
圏
、

○
右
、
今
‾
蘭
、

従
四
位
下
石
川
宮
麿
(
中
略
)
不
レ
知
三
両
人
誰
作
二

(
巷
第
三
、
2
1
7
番
左
注
)

遷
二
都
寧
楽
】
之
後
、
怜
レ
者
作
二
此
歌
】
欺
。

(
ヶ
、
謝
番
左
注
)

従
一
l
明
日
香
!
遷
二
藤
原
宮
乏
後
、
作
二
此
謂
一
敗
。

(
ク
、
加
番
左
注
)

石
川
朝
臣
君
子
、
号
日
二
少
郎
子
1
也
。

(
ク
、
2
-
8
番
左
注
)

不
レ
審
二
幸
行
年
月
】
 
0
(
ク
、
加
番
左
注
)

○
右
、
今
‾
圏
、
石
上
朝
臣
乙
麿
任
二
越
前
回
守
7
 
'
蓋
此
大
夫
欺
。

(
ク
、
湖
番
左
注
)

○
右
、
圏
、
年
紀
井
所
虞
及
娘
子
屍
作
レ
歌
人
名
、
巳
見
レ
上
也
。

但
、
謂
辞
相
違
、
是
非
難
レ
別
、
因
以
累
載
二
於
玄
次
】
葛
。

(
ク
、
4
3
7
番
左
注
)

○
右
、
剣
劃
、
高
市
尚
本
宮
、
後
崩
本
宮
、
二
代
二
帝
、
各
有
レ

異
鳶
。
但
稀
二
南
本
天
皇
一
、
未
レ
審
二
其
指
一
。

(
巻
第
四
、
4
-
7
番
左
注
)

万

葉

集

管

見

○

右

、

今

案

、

此

謂

擬

古

之

作

也

。

但

以

二

時

草

、

便

賜

二

斯

歌

】

欺

。

(

ク

、

謝

番

左

注

)

○

右

1

首

、

剣

劃

、

吾

松

原

在

二

三

重

郡

1

。

(

中

略

)

偉

者

誤

レ

之

欺

。

(

巻

第

六

、

個

番

左

注

)

○

右

、

蘭

、

此

話

者

、

不

レ

有

二

此

行

之

作

喜

。

(

中

略

)

何

有

下

詠

二

思

泥

埼

面

上

レ

謂

哉

。

(

ク

、

s

番

左

注

)

○

剣

蘭

、

此

反

歌

、

謂

二

之

於

レ

君

不

L

l

相

者

、

於

レ

理

不

レ

合

也

。

宜

レ

言

二

於

レ

妹

不

首

相

也

。

(

巻

第

十

三

、

瓢

番

左

注

)

o

W

r

不

レ

可

レ

言

二

之

因

レ

妹

老

!

、

鷹

レ

謂

二

之

緑

丁

君

也

。

何

則

、

反

歌

云

二

公

之

随

意

鳶

。

(

ク

、

捌

番

左

注

)

○

剣

圏

、

此

歌

其

夫

被

レ

使

既

経

二

累

載

1

(

中

略

)

因

レ

斯

娘

子

作

二

此

沫

雪

之

句

l

欺

。

(

巻

第

十

六

、

翫

番

左

注

)

以

上

で

あ

る

。

1

5

番

左

注

を

、

・

?

.

.

!

」

"

t

f

、

t

f

二

.

華

∴

I

と

内

容

的

に

わ

け

て

番

号

を

付

し

て

考

え

た

時

、

番

号

①

～

⑤

の

各

要

素

を

具

備

す

る

の

は

巻

第

一

の

1

9

番

左

注

の

み

で

、

こ

れ

に

つ

い

で

①

～

③

の

各

要

素

を

共

有

す

る

の

が

巻

第

一

の

8

3

番

左

注

と

巻

第

二

の

臓

番

左

注

で

あ

る

。

巻

第

三

以

下

の

左

注

に

お

い

て

は

①

～

③

の

各

要

素

を

共

有

す

る

事

例

は

皆

無

で

あ

る

。

中

で

、

巻

第

三

灯

番

左

注

の

ご

と

-

書

の

各

要

素

を

共

有

す

る

事

例

も

あ

る

が

、

巻

第

一

・

第

二

の

左

注

に

く

ら

べ

て

字

句

の

懸

隔

は

十

九



福

田

益

和

大
き
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
(
令
)
案
」
の
語

を
ふ
く
む
左
注
の
形
式
か
ら
み
て
、
巻
第
一
・
第
二
の
左
注
は
巻

第
三
以
下
の
そ
れ
と
比
べ
て
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

周
知
の
ご
と
-
、
万
葉
集
の
中
で
巻
第
一
・
第
二
は
原
万
葉
集

的
性
格
が
つ
よ
く
、
精
選
さ
れ
た
秀
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
左
注
の
性
格
を
み
て
も
巻
第
三
以
下
の
そ
れ
と
は

異
色
で
あ
り
、
左
注
を
加
え
た
人
物
も
あ
る
い
は
他
の
巻
と
は
こ

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
た
-
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
さ
て
お
き
、
1
 
5
番
左
注
に
つ
い
て
さ
ら
に
吟
味
を
し
て
み
よ
う
。

8

1
 
5
番
左
注
の
当
該
箇
所
は
内
容
的
に
み
て
、

L
-
.
㌢
廿
小
i
i
n

と
二
つ
に
別
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
の
部
分
は
「
右

一
首
」
を
「
反
歌
」
と
す
る
こ
と
に
対
す
る
疑
義
、
㈲
⑨
は
、
疑

義
を
有
し
な
が
ら
も
「
膏
本
」
尊
重
の
立
場
か
ら
こ
こ
に
排
列
し

た
と
い
う
編
者
(
注
記
者
)
と
し
て
の
態
度
を
述
べ
た
も
の
と
う

け
と
ら
れ
る
。
一
応
、
右
の
解
釈
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
左
注
の

字
句
に
注
意
す
れ
ば
改
め
て
確
認
ま
た
は
解
決
す
べ
き
い
-
つ
か

の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
-
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
の
「
右
一
首
歌
」
と
は
ど
の
歌
を
さ
す
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
自
明
の
ご
と
き
問
題
と
思
わ
れ
る
が
、
早
-
山
田
孝

二
十

雄
博
士
は
、
3
-
1
番
左
注
の

「
右
l
首
高
橋
連
晶
麻
呂
之
歌
申
出
蔦
。
以
レ
類
載
レ
此
.
A

に
み
え
る
「
右
l
首
」
が
m
番
を
さ
す
の
か
、
あ
る
い
は
3
 
・
訓

・
u
番
の
長
歌
・
反
歌
を
こ
め
て
さ
す
の
か
と
い
う
対
立
す
る
説

を
問
題
と
し
て
詳
細
に
吟
味
し
、
左
注
の
「
右
何
首
」
と
あ
る
も

の
は
す
べ
て
実
際
の
歌
の
数
を
さ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し

(
:
庄
7
)

て
居
ら
れ
る
。
1
 
5
番
左
注
の
場
合
も
、
長
歌
1
首
・
反
歌
二
首
の

排
列
の
次
に
記
載
さ
れ
た
注
記
で
あ
る
が
、
山
田
博
士
の
説
に
従

っ
て
「
右
一
首
歌
」
と
は
1
 
5
番
の
「
渡
津
海
乃
豊
旗
雲
余
-
-
」

の
歌
一
首
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
④
の
「
者
本
」
に
(
持
て
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

武
田
祐
吉
博
士
の
指
摘
が
あ
る
。

博
士
は
万
葉
集
の
歌
を
そ
の
資
料
の
上
か
ら
い
-
つ
か
の
集
団

に
分
け
て
考
え
得
る
と
し
て
、
所
在
・
内
容
・
時
代
・
土
地
・
人

物
・
事
件
・
書
式
・
文
字
等
の
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
考
慮
し
て
六

つ
の
集
団
に
分
類
し
て
居
ら
れ
る
。
そ
の
「
一
、
最
古
の
時
代
か

ら
天
平
時
代
に
及
ぶ
も
の
」
と
し
て
、

ィ

、

旧

本

ロ

、

古

本

ハ

、

古

記

二
、
一
本
・
一
書
・
戎
本
・
或
書
ホ
'
書
式
に
よ
り
別
の

資
料
に
よ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
へ
'
特
殊
の
歌
集

ト
、
大
伴
氏
関
係
の
も
の
チ
、
石
川
氏
関
係
の
も
の

等
を
あ
げ
て
居
ら
れ
る
が
、
「
イ
'
旧
本
」
が
今
問
題
の
1
 
5
番
左
注



の
「
膏
本
」
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
「
奮
本
」
は
既
述
の
ご
と
く

1
 
9
番
左
注
に
も
う
一
例
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
草
本
」

な
る
も
の
の
実
体
に
つ
い
て
は
明
確
に
つ
か
め
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
万
葉
集
に
と
っ
て
単
な
る
資
料
の
一
つ
と
み
な
す
の
か
、

あ
る
い
は
万
葉
集
の
端
緒
と
も
い
う
べ
き
原
撰
的
性
格
を
有
す
る

の
か
決
定
し
か
ね
る
と
さ
れ
る
の
が
博
士
の
御
説
で
あ
り
、
「
ロ
、

古
本
」
と
の
関
係
も
不
明
と
さ
れ
る
。
筆
者
は
「
膏
本
」
の
あ
ら

わ
れ
る
二
事
例
と
も
、

「
膏
本
以
二
此
歌
!
載
二
於
反
歌
]
 
。
故
今
猶
載
二
此
次
二
」(

1
5
番
左
注
)

「
菅
本
載
二
千
此
次
㌦
故
以
猶
載
レ
葛
-
J
(
2
番
左
注
)

と
類
同
の
語
句
で
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
「
青
木
」
の
排
列
に
疑
義

を
有
し
な
が
ら
も
「
奮
本
」
尊
重
の
立
場
か
ら
そ
の
ま
ゝ
の
序
列

に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
「
草
本
」
を
単
な
る
資
料
の
一
つ

と
み
な
す
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
奮
本
」
な

る
も
の
は
原
操
的
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
ご
と
く
問
題
点
を
ふ
く
ん
で
は
い
る
が
、
確
実
に
言
え
る

こ
と
は
「
膏
本
」
な
る
も
の
を
編
者
が
手
も
と
に
お
き
、
そ
の
中

に
現
行
国
歌
大
観
番
号
「
C
O
.
^
.
L
O
」
番
の
順
序
通
り
に
歌
が

な
ら
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
1
4
番
の
す
ぐ
前
に
「
反
歌
」
と
記
さ

れ
て
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
(
そ
し
て
恐
ら
く
、
1
 
3
番
の
直
前
に

万

葉

集

管

見

は
、
「
中
大
兄
諾
瑠
三
山
歌
」
の
題
詞
の
う
ち
小
字
の
「
近
江
宮
」

云
々
の
部
分
を
の
ぞ
い
た
六
文
字
は
す
で
に
記
さ
れ
て
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
題
詞
の
問
題
は
次
に
も
ふ
れ
る
。
)

相

次
に
書
の
「
今
案
へ
不
レ
似
二
反
歌
】
也
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ

れ
が
問
題
の
中
心
で
あ
る
。

「
不
似
反
歌
也
」
と
は
「
今
壌
」
の
内
容
を
示
す
も
の
で
、
左
注

を
加
え
た
人
物
の
1
 
5
番
の
歌
に
対
す
る
認
識
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
注
記
に
つ
い
て
は
、

「
万
葉
集
の
編
纂
当
時
、
既
に
こ
の
歌
が
、
反
歌
ら
し
-
な
い
と

い
ふ
感
を
生
じ
て
ゐ
た
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
」
(
総
釈
)

「
編
輯
当
時
既
に
三
山
の
歌
と
す
る
こ
と
は
疑
ほ
れ
て
ゐ
た
も
の

'ォ<>,,

で

あ

ら

う

」

(

秀

歌

)

の
ご
と
き
評
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
故
「
反
歌
ら
し
く
な
い
」
と

さ
れ
た
の
が
、
そ
こ
が
問
題
で
あ
る
。
当
該
左
注
は
そ
の
部
分
に

関
し
て
は
沈
黙
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
既
に
あ
げ
た
「
(
令
)
案
」
の
語
句
を
有
す
る
万

葉
集
左
注
の
事
例
の
中
で
、
「
反
歌
」
に
触
れ
た
事
例
が
二
つ
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
今
案
、
此
成
功
、
謂
二
之
於
レ
君
不
.
レ
相
、
於
レ
理
不
レ
合
也
。
宜
レ

言

二

於

レ

妹

不

一

レ

相

也

止

(

乱

番

左

注

)

二
十
一



福

田

益

和

「
今
案
、
不
レ
可
レ
言
二
之
因
レ
妹
老
一
'
席
レ
謂
二
之
緑
l
l
君
也
.
何
則

珂

瑚

云

二

公

之

随

意

】

蔦

o

J

(

捌

番

左

注

)

い
ず
れ
も
反
歌
自
身
の
表
現
に
つ
い
て
の
疑
義
や
反
歌
の
表
現

を
根
拠
に
し
て
の
長
歌
の
表
現
に
つ
い
て
の
疑
義
を
そ
れ
ぞ
れ
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
疑
義
が
具
体
的
に
記
さ
れ
左
注
を
加
え

た
人
の
積
極
的
姿
勢
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
反
歌

と
し
て
の
位
置
自
体
を
疑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
1
 
5
番
の
左
注
の
場
合
は
1
 
5
番
の
歌
を
反
歌
と

し
て
認
め
る
こ
と
自
体
に
疑
義
を
も
つ
も
の
で
、
そ
れ
で
あ
り
な

が
ら
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
無
言
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
体
、
1
 
5
番

左
注
を
加
え
た
人
物
は
何
故
「
不
似
反
歌
也
」
と
言
っ
た
の
が
、

こ
の
点
を
右
に
あ
げ
た
二
つ
の
左
注
(
乱
・
捌
番
の
各
左
注
)
よ

り
帰
納
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
巻
第

一
・
第
二
の
左
注
の
異
色
の
性
格
に
つ
い
て
は
口
で
述
べ
た
ご
と

く
で
、
こ
の
点
よ
り
し
て
も
巻
第
三
以
下
の
左
注
に
よ
る
こ
と
は

問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
1
 
3
番
に
付
せ

ら
れ
た
題
詞
と
。
。
.
X
f
.
L
O
番
の
各
歌
の
内
容
自
体
の
検
討
か
ら

進
め
て
行
く
の
が
正
し
い
道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

題
詞
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
中
大
兄
細
琵
御
三
山
歌
」

(
な
お
、
元
暦
校
本
・
紀
州
本
・
古
菓
略
類
聚
妙
な
ど
で
は
、

二
十
二

「
-
・
・
・
三
山
歌
」
薗
」
と
あ
る
)

こ
の
題
詞
は
他
の
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、
異
様
な
感
じ
を
も

つ
こ
と
は
古
-
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
、
契
沖
は
、

「
中
大
兄
と
の
み
か
け
る
は
す
こ
し
い
か
ゝ
と
お
は
ゆ
。
尊
と

か
皇
子
と
か
有
ぬ
へ
き
に
や
。
三
山
の
下
に
目
六
に
は
御
の
字

あ
り
。
お
ち
た
る
な
る
へ
し
」

(
:
珪
柑
)

(
代
匠
記
・
初
稿
本
)

と
指
摘
し
、
「
略
解
」
や
「
古
義
」
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
題
詞
の
表

現
に
疑
義
を
抱
い
て
い
る
ご
と
-
で
あ
る
。
契
沖
の
い
う
ご
と
く
、

目
録
に
は
、

「
中
大
兄
三
山
御
歌
∃
町
井
短
歌
」

と
あ
っ
て
、
よ
り
整
っ
た
体
裁
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
目
録
自

体
は
当
初
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
-
、
万
葉
集
の
本
文
が

編
ま
れ
、
そ
れ
が
伝
来
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
作
製
で
あ
ろ
う

と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
後
人
の
私
意
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
本
文
の
題
詞
を
考
え
る
の
は
正
し

-
な
い
。
か
と
い
っ
て
こ
の
題
詞
が
万
葉
集
編
纂
の
原
資
料
に
当

初
か
ら
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
も
考
え
に
-
い
の
で
あ
る
。
何
故
な

ら
「
三
山
御
歌
」
と
あ
る
べ
き
を
「
御
」
字
を
脱
し
て
「
三
山
歌
」

と
す
る
の
は
や
は
り
尋
常
の
表
現
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
注
1
ー
)

こ
こ
は
や
は
り
滞
温
博
士
の
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
万
葉
集
編
纂
の

資
料
本
と
も
な
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
、
後
人
が
加
え
た
仮



の
題
で
、
正
し
い
本
来
の
題
詞
で
は
な
い
、
と
す
る
の
が
穏
当
で

は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
博
士
の
い
わ
れ
る
「
万
葉
集
編
纂
の

資
料
本
と
も
な
っ
た
も
の
」
と
い
う
の
が
何
で
あ
る
か
あ
い
ま
い

で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
述
べ
た
ご
と
-
、
こ
れ
を
単
な
る
資
料
本

と
は
み
ず
、
万
葉
集
の
原
撰
的
性
格
を
有
す
る
も
の
即
ち
「
蕃
本
」

と
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
左
注
を
加
え
た
人
物
の
手
も
と
に
は

原
撰
的
性
格
を
有
す
る
「
者
本
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

「
中
大
兄
三
山
歌
」

の
六
文
字
よ
り
成
る
仮
の
題
詞
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
字
の
「
近
江
宮
御
宇
天
皇
」
は
、
l
・
5
番
左
注
の
次
に
記
さ
れ
て

い
る
「
近
江
大
津
宮
御
字
天
皇
代
」
の
表
現
な
ど
を
も
と
に
後
人

の
追
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
つ
い
で
に
言
え
ば
、
元
暦
校
本

等
に
み
ら
れ
る
「
三
山
歌
」
首
」
な
ど
も
、
た
と
え
ば
目
録
の
題

詞
に
あ
る
「
-
-
三
山
御
歌
∃
剛
井
短
歌
」
な
ど
と
同
じ
く
後
人

の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
み
た
い
。
仮
の
題
詞
で
あ
れ
ば
「
一
首
」

な
ど
と
体
裁
を
整
え
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
あ
る
。
)

以
上
、
題
詞
の
問
題
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
が
、
要
す
る
に
、
原

撰
的
性
格
を
有
す
る
「
膏
本
」
な
る
も
の
に
は
、

O
「
中
大
兄
三
山
歌
」
六
字
の
仮
の
題
詞

O
「
高
山
波
雲
根
火
雄
男
志
等
-
-
」
の
1
 
3
番
の
歌

O
「
反
歌
」
二
字
の
注
記

O
「
高
山
与
耳
梨
山
与
-
-
」
の
1
4
番
の
歌

万

葉

集

管

見

O
「
渡
津
海
乃
豊
旗
雲
余
-
-
」
の
1
 
5
番
の
歌

の
順
序
で
本
文
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
本

を
手
に
し
た
人
が
1
 
5
番
の
歌
に
つ
い
て
「
不
似
反
歌
也
」
と
記
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
左
注
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
1
 
3
番
の
反
歌
と

し
て
は
1
4
番
・
1
 
5
番
の
二
首
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
ま
ず
あ
っ
て

こ
れ
を
も
と
に
1
 
5
番
の
歌
に
つ
い
て
「
不
似
反
歌
也
」
と
注
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
反
歌
に
似
ず
と
し
た
根

拠
は
明
示
し
て
い
な
い
が
そ
れ
は
明
示
せ
ず
と
も
明
ら
か
で
あ
る

と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
明
示
せ
ず
と
も
明

ら
か
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
、
基
本
的
に
は
1
 
3
番
・
1
 
4
番
・
1
 
5
番

の
歌
の
内
容
か
ら
し
て
1
 
3
番
・
1
 
4
番
が
題
詞
に
あ
る
通
り
「
三
山

歌
」
即
ち
山
を
素
材
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
1
 
5
番
の
そ
れ
は

「
わ
た
つ
み
」
即
ち
海
と
い
う
山
と
は
対
照
的
な
自
然
を
素
材
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
'

1
 
3
番
・
1
4
番
は
山
の
歌
、
1
 
5
番
は
海
の
歌
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

を
も
っ
て
「
不
似
反
歌
也
」
と
注
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
へ
こ
の
左
注
に
よ
っ
て
後
性
の
注
釈
書
類
で
は
1
 
5
番

の
歌
を
、

例
反
歌
で
は
な
い
と
す
る
説
(
代
匠
記
・
古
義
な
ど
)

仰
反
歌
と
し
て
考
え
得
る
と
す
る
説
(
総
釈
・
私
注
な
ど
)

に
わ
か
れ
て
い
る
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

二
十
三



福

田
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の
の
、
反
歌
で
は
な
い
と
す
る
説
に
お
い
て
は
、
特
に
理
由
を
明

示
せ
ず
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
ご
と
-
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
左
注
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
1
 
5
番
の
歌
は
反
歌
と

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
㈹
の
立
場
に
お
い
て
は
、
そ

う
考
え
る
背
景
と
し
て
1
 
3
番
・
1
 
4
番
・
1
 
5
番
い
ず
れ
も
そ
の
詠
ま

れ
た
場
所
が
同
一
の
地
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
、
「
略
解
」
の
い
う
「
同
じ
度
に
、
印
南
の
海
連

に
て
詠
み
給
へ
る
」
と
い
う
解
釈
が
そ
れ
で
あ
り
、
'
特
に
1
 
5
番
に

つ
い
て
言
え
ば
、
近
代
の
注
釈
書
が
、
「
播
磨
に
て
」
(
私
注
)

・
「
播
磨
国
の
海
岸
」
(
全
注
釈
)
・
「
(
播
磨
国
附
近
の
)
港

(
注
ー
2
)

上
」
(
吉
永
氏
)
・
「
印
南
野
に
立
っ
て
」
(
注
釈
)
・
「
印
南

野
海
浜
あ
た
り
」
(
秀
歌
)
と
述
べ
、
海
上
・
海
岸
・
陸
上
と
ち

が
い
は
あ
る
が
い
ず
れ
も
播
磨
の
地
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
に

変
り
は
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
三
首
は
い
ず
れ
も
詠
ま
れ
た
場
所

が
同
一
の
地
(
播
磨
ま
た
は
そ
の
附
近
)
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に

1
 
3
番
・
1
 
4
番
・
1
 
5
番
と
排
列
さ
れ
、
1
 
5
番
は
「
反
歌
」
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
長
歌
・

反
歌
の
構
造
を
、

*
1
 
3
番
-
-
お
ぼ
し
捨
ら
れ
ぬ
事
を
歎
-

1
 
4
番
-
-
終
に
一
方
に
あ
ひ
ぬ
る
を
う
ら
や
み
給
ふ

1
 
5
番
-
-
旅
中
の
く
る
し
さ
を
額
田
王
に
な
げ
き
つ
か
は
す

C
-
t
U
S
3
)

二
十
四

*
1
 
3
番
-
-
三
山
の
相
聞
に
つ
い
て
歌
う

1
4
番
-
-
右
に
同
じ

1
 
5
番
・
・
・
-
習
作
歌
当
時
の
実
況
を
歌
う
(
全
注
釈
)

*
1
 
3
番
-
-
伝
説
へ
の
懐
古
か
ら
叙
情
の
長
歌
と
な
る

1
4
番
-
-
印
南
国
原
に
立
ち
伝
説
そ
の
も
の
を
直
叙

1
 
5
番
-
・
・
・
ひ
‾
副
が
ヨ
眼
前
の
景
に
見
入
ら
れ
た
実
感

(
注
釈
)

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
、
滞
清
博
士
の
「
注
釈
」
で
は
、

1
4
番
が
ま
ず
成
り
、
こ
れ
が
1
 
3
番
を
誘
発
し
、
1
 
5
番
へ
及
ぶ
と
し

て
い
る
ご
と
く
で
「
叙
情
と
叙
景
と
、
右
と
左
に
、
開
か
れ
た
古

扇
面
を
見
る
や
う
な
雄
津
壮
蔑
な
一
聯
の
佳
品
」
と
評
し
て
い
る
。

御
杖
の
「
燈
」
の
ご
と
き
は
、
中
大
兄
・
大
海
人
・
額
田
王
三
名

の
恋
の
あ
ら
そ
い
を
よ
ん
だ
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
1
 
5
番
の
歌
に
つ
い
て
、
「
旅
中
の
-
る
し
さ
云
々
」
の
説

は
本
歌
を
鑑
賞
し
た
場
合
そ
の
ま
ま
に
う
け
入
れ
か
ね
る
気
が
す

る
。
全
注
釈
・
注
釈
の
説
に
お
い
て
も
、
1
 
5
番
に
つ
い
て
「
転
じ

て
」
・
「
ひ
る
が
へ
っ
て
」
の
こ
と
ば
も
あ
る
通
り
1
 
3
番
・
1
 
4
番

と
比
べ
た
場
合
飛
躍
的
な
い
し
は
異
色
の
感
じ
を
も
つ
の
は
筆
者

の
み
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
こ
ま
で
考
え
る
に
い
た
っ
た
時
、
詠
ま
れ
た
場
所
が
い
ず
れ

も
同
l
の
地
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
基
準
に
し
て
1
 
5
番
を
も
反
歌

と
し
て
理
解
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で



あ
る
。
む
し
ろ
、
1
 
5
番
の
歌
は
三
山
歌
の
反
歌
な
ど
で
は
な
く
、

中
大
兄
と
は
別
人
の
作
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
思
い
が
し
て
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
改
め
て
「
わ
た
つ
み
の
・
⊥
の
歌

を
よ
み
か
え
し
て
み
る
と
き
、
揮
清
博
士
の
い
わ
れ
る
「
雄
津
壮

寛
な
」
と
い
う
表
現
は
1
 
5
番
の
歌
の
み
に
む
け
ら
れ
た
評
で
は
な

い
か
と
思
う
程
で
あ
る
。
歌
語
の
も
つ
豊
東
さ
・
ユ
ニ
ー
ク
さ
・

歌
格
の
高
さ
な
ど
1
 
3
番
・
1
4
番
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
同
一
人

物
の
作
を
疑
う
所
以
で
あ
る
。

か
-
し
て
、
左
注
を
加
え
た
人
物
が
原
撰
的
性
格
を
有
す
る

「
奮
本
」
の
中
に
「
甲
大
兄
三
山
歌
」
と
あ
る
仮
の
題
を
も
と
に

1
 
3
番
・
1
 
4
番
・
1
 
5
番
を
一
連
の
ま
と
ま
っ
た
歌
と
み
て
1
 
5
番
を
も

反
歌
と
認
識
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
鋭
敏

な
注
記
者
は
1
 
5
番
に
疑
義
を
も
ち
、
「
不
似
反
歌
也
」
と
記
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
彼
に
、
1
 
5
番
の
作
者
は
中
大
兄
と
は
別
人
で
あ
る

i
J
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
は
あ
る
が
、
彼
の
直
観

は
正
鵠
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
三
首
を
長

歌
・
反
歌
1
連
の
ま
と
ま
っ
た
統
一
体
と
し
て
理
賭
す
る
所
に
か

え
っ
て
後
性
の
賢
し
ら
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
問
題
の
1
 
5
番
の
歌
の
作
者
は
誰
か
。
ま
た
、
何
故

そ
の
名
は
記
さ
れ
ず
三
山
歌
の
反
歌
と
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
位
置

に
排
列
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
を
次
の
㈲
・
閃
に
お
い
て
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。

万

葉

集

管

見

㈲

1
 
5
番
の
歌
の
作
者
に
つ
い
て
次
田
潤
の
「
新
講
」
は
、
「
作
者

も
誰
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
中
大
兄
作
を
疑
い
、
折
口
信
夫

l
a
s
i

博
士
の
「
口
鐸
高
菜
集
」
で
は
、
「
こ
の
二
首
〔
福
田
注
-
1
4
・

書

,

ケ

チ

ク

ロ

ヒ

ー

1

1
 
5
番
を
さ
す
〕
は
、
後
世
の
或
人
、
た
と
へ
ば
高
市
ノ
黒
人
の
様

な
人
が
、
播
州
の
旅
行
中
に
作
っ
た
歌
を
、
三
山
歌
の
緑
で
凍
入

し
た
も
の
で
あ
ら
う
ど
と
指
摘
し
、
1
 
5
番
の
み
な
ら
ず
1
 
4
番
の
歌

タ

ケ

チ

ク

ロ

ヒ

ー

も
と
も
に
後
人
、
そ
れ
も
「
高
市
ノ
黒
人
の
様
な
人
」
だ
と
具
体

的
に
名
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
が
や
は
り

中
大
兄
の
長
歌
と
比
べ
た
時
の
異
和
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
博
士
の
ご
と
く
1
4
番
を
も
後
人
の
作
と
は
考
え
ず
、
1
 
3

番
・
1
 
4
番
は
三
山
歌
と
し
て
長
歌
・
反
歌
一
連
の
も
の
で
あ
る
と

認
め
た
い
。
何
故
な
ら
、
原
撰
的
性
格
を
有
す
る
「
膏
本
」
に
は

長
歌
の
次
に
「
反
歌
」
の
二
字
が
注
記
さ
れ
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
-

そ
う
で
あ
る
な
ら
「
反
歌
」
と
し
て
1
 
4
番
の
歌
が
な
-
て
は
体
裁

を
成
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

1
 
5
番
の
歌
を
中
大
兄
の
作
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
そ
の
作
者
は

誰
か
。
歌
語
(
豊
旗
雲
な
ど
)
の
豊
薦
さ
、
格
調
の
高
さ
な
ど
か

ら
凡
庸
の
作
者
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
時
、
額
田
王

の
名
が
う
か
ん
で
く
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
筆
者
は
1
 
5
番
の
作
者

二
十
五



福

田

益

和

を
額
田
王
と
推
測
し
た
い
。
以
下
、
額
田
王
作
者
説
の
立
場
か
ら

そ
の
蓋
然
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

周
知
の
ご
と
く
、
額
田
王
は
万
葉
集
第
一
期
の
中
心
歌
人
と
し

て
そ
の
作
歌
は
巻
第
一
・
第
二
に
大
半
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
額
田
王
の
作
と
す
る
に
問
題
あ
り
と
す
る
注
記
の
あ

る
歌
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
る
。

(
注
1
5
)

初
出
の
7
番
の
歌
か
ら
そ
う
で
あ
り
、
題
詞
に
「
額
田
王
未
レ
詳
」

と
注
し
、
左
注
も
「
類
聚
歌
林
」
に
よ
っ
て

「
1
書
戊
申
年
幸
二
比
良
宮
1
大
御
歌
」

と
注
し
て
い
る
。
「
大
御
歌
」
と
あ
る
よ
う
に
孝
徳
天
皇
(
又
は
、

皇
極
上
皇
)
の
御
作
で
あ
る
と
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
有
名
な
8
番
の
歌
に
つ
い
て
も
や
や
長
い
左
注
が
あ

っ
て
そ
の
末
尾
で
、

「
即
此
歌
者
天
皇
御
製
鳶
。
但
、
額
田
王
歌
者
別
有
二
四
首
1
.
A

と
注
し
、
8
番
は
斉
明
御
製
で
額
田
自
身
の
歌
は
別
に
四
首
あ
り

と
示
唆
的
な
記
事
を
の
こ
し
て
い
る
。

次
に
、
前
半
難
訓
を
も
っ
て
鳴
る
9
番
の
歌
、
と
ん
で
、
問
題

の
1
 
5
番
の
歌
が
あ
り
、
1
 
6
番
の
春
秋
競
憐
の
長
歌
が
う
た
わ
れ
、

ひ
き
つ
づ
き
。
。
番
の
歌
が
次
第
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
1
 
7
番
・
1
 
8
番
の
歌
に
つ
い
て
も
左
注
が
あ
り
、
類
東
歌
林

に
よ
っ
て
、

「
遷
二
都
近
江
園
l
時
御
二
覧
三
輪
山
南
歌
蔦
。
云
々
」

二
十
六

と
注
し
、
作
者
を
天
皇
(
天
智
?
)
だ
と
疑
っ
て
い
る
。

以
下
の
額
田
の
歌
に
つ
い
て
額
田
王
作
を
疑
う
題
詞
・
左
注
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
女
の
作
に
疑
義
を
も
つ
も
の
は
巻
第
一

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
額
田
王
に
か
わ
る
作
者

と
し
て
い
ず
れ
も
天
皇
(
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
人
)
を
あ
て
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
彼
女
と
至
上
と
の
深
い
か
か
わ
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
額
田
の
作
と
明

記
し
な
が
ら
左
注
な
ど
に
み
ら
れ
る
作
者
別
人
説
を
矛
盾
な
-
解

釈
す
る
の
に
額
田
の
代
作
者
説
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
折
口
説
を
も
と
に
述
べ
ら
れ
た
高
崎
正
秀
博
士
の
論

(
:
症
_
6
)

が
示
唆
に
富
む
。
博
士
は
、
折
口
博
士
の
い
う
「
水
の
女
」
と
し

て
の
額
田
に
強
い
関
心
を
示
し
、
そ
の
丞
女
的
性
格
を
も
っ
て
宮

廷
に
あ
っ
た
こ
と
を
そ
の
出
身
な
ど
か
ら
検
討
し
て
居
ら
れ
る
。

彼
女
は
宮
中
の
神
事
そ
の
他
の
儀
礼
に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
故
に
、

中
大
兄
、
大
海
人
な
ど
と
の
関
係
も
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
作
者
に
疑
義
の
あ
る
。
0

番
の
各
歌
を
よ
む
時
、
い
ず
れ
も
天
皇
の
意
を
休
し
、
側
に
あ
っ

た
額
田
王
が
代
作
し
た
歌
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
左
注
の
記
事
も
納

得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
ご
と
き
額
田
王
の
歌
作
の
立
場
を
基
盤
に
し
て
1
 
5
番
の
歌

を
な
が
め
る
時
、
改
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
8
番
の
「
熟
田
津
余

船
来
世
武
筆
-
‥
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
既
述
の
ご
と
-
 
、



「
額
田
王
歌
」
と
明
記
し
な
が
ら
、
左
注
で
「
天
皇
御
製
」
と
し

さ
ら
に
「
額
田
王
歌
者
別
有
四
首
」
と
い
う
示
唆
に
富
む
記
事
を

の
せ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
同
左
注
の
記
事
で
知
ら
れ
る
ご
と
く
、

斉
明
天
皇
七
年
(
六
六
一
年
)
、
百
済
救
援
の
た
め
に
「
御
船
西
征
」

し
、
伊
予
熟
田
津
の
石
湯
の
行
宮
に
泊
っ
て
い
.
4
<
折
の
歌
で
あ
る
。

1
^
I
-
;
/

歌
意
か
ら
、
い
よ
い
よ
筑
紫
へ
向
か
お
う
と
し
て
日
の
出
を
待
ち
、

潮
も
満
ち
て
船
出
に
も
適
し
た
故
に
一
同
に
「
さ
あ
、
こ
ぎ
出
よ

う
」
と
指
示
し
た
斉
明
の
意
を
体
し
て
額
田
王
が
航
海
の
安
全
を

祈
念
し
な
が
ら
詠
ん
だ
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
、
「
水
の
女
」
と
し
て

丞
女
的
性
格
を
有
す
る
額
田
に
と
っ
て
船
出
の
際
の
儀
礼
は
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
こ
の
厳
粛
な
神
事
を
背
景
と
し
て
考
え
る
時

は
じ
め
て
「
熟
田
津
余
-
-
」
の
歌
の
調
子
の
高
さ
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
航
海
時
の
額
田
の
役
割
の
大
き
さ
を

強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。

巻
第
二
の
「
天
皇
大
靖
之
時
歌
」
と
し
て
よ
ま
れ
た
額
田
王
の

1
-
1
番
の
歌

如
是
有
乃
懐
知
勢
波
大
御
船
泊
之
登
万
里
人
標
結
麻

思
乎

こ

こ

ろ

お

は

み

ふ

ね

は

と

ま

し

め

ゆ

(
か
か
ら
む
の
懐
知
り
せ
ば
大
御
船
泊
て
し
泊
り
に
標
結
は
ま
L

を
)

に
し
て
も
、
標
結
ふ
額
田
の
姿
は
砿
女
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、

そ
の
事
は
航
行
の
際
の
彼
女
の
存
在
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
も

万

葉

集

管

見

の
と
考
え
ら
れ
る
。
8
番
の
「
熟
田
津
牟
-
・
」
の
歌
が
つ
-
ら

れ
た
時
、
額
田
は
他
に
も
歌
作
が
あ
っ
た
が
、
公
的
・
儀
礼
的
性

格
を
有
す
る
8
番
の
歌
の
み
が
と
ら
れ
、
他
は
万
葉
集
に
記
載
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
問
題
の
1
 
5
番
を
よ
む
と
、
こ
れ

も
航
行
の
際
の
安
全
を
祈
念
し
て
の
宗
教
儀
礼
を
背
景
と
し
て
理

(
"
珪
l
)

解
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
吉
永
登
氏
は
、
航
行
の
指
揮
者
で

あ
る
作
者
が
航
行
の
安
全
を
願
っ
て
作
っ
た
も
の
、
と
さ
れ
る
が
、

船
出
の
際
の
神
事
を
考
え
る
時
、
.
航
行
の
指
揮
者
で
あ
る
作
者
す

な
わ
ち
中
大
兄
と
す
る
よ
り
は
砿
女
と
し
て
「
水
の
女
」
と
し
て

の
額
田
王
を
作
者
に
想
定
す
る
の
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
歌
も
8
番
と
同
じ
-
百
済
救
援
の
為
の
西
征
の
折
の
歌
で

あ
っ
て
、
播
磨
の
海
岸
に
一
時
寄
泊
し
た
時
の
歌
で
あ
ろ
う
。
斉

明
天
皇
七
年
の
こ
の
航
海
に
は
、
中
大
兄
・
額
田
王
両
人
は
無
論

同
船
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
船
出
を
し
よ
う
と
す
る

中
大
兄
の
意
を
休
し
、
航
海
の
安
全
を
祈
念
し
、
宗
教
儀
礼
の
行

な
わ
れ
る
中
で
額
田
が
詠
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
詠
作
の
場
所

を
「
海
上
」
・
「
印
南
野
に
立
っ
て
」
等
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

「
印
南
の
海
辺
」
(
略
解
・
古
義
な
ど
)
と
す
る
が
よ
-
、
「
こ
よ

ひ
こ
こ
よ
り
御
船
に
め
し
給
は
む
の
御
心
あ
り
て
、
い
よ
い
よ
月

の
さ
や
け
か
ら
む
こ
と
を
ね
が
ひ
給
へ
る
」
と
説
-
「
古
義
」
の

説
は
作
者
の
問
題
は
別
と
し
て
正
し
い
も
の
と
考
え
る
。
8
番
の

二
十
七



福

田

益

和

歌
が
「
月
待
老
」
と
言
い
、
1
 
5
番
が
「
今
夜
乃
月
夜
清
明
己
曽
」

と
よ
み
、
い
ず
れ
も
月
明
の
夜
の
中
で
航
行
の
安
全
を
祈
念
し
て

い
る
「
水
の
女
」
・
葱
依
の
人
額
田
の
姿
が
浮
ん
で
-
る
ご
と
-

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
1
 
5
番
の
歌
は
、
中
大
兄
の
意
を
体
し
て
額

田
王
の
詠
作
し
た
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

s
.

残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
な
ぜ
額
田
王
の
名
は
記
さ
れ
ず
、
三

山
歌
の
反
歌
と
う
け
と
ら
れ
そ
-
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
こ
の
点

に
言
及
し
た
い
。

中
大
兄
の
三
山
歌
に
つ
い
て
は
、
御
杖
の
「
万
葉
集
燈
」
が
、

「
こ
の
御
歌
も
と
、
額
田
王
に
お
-
り
給
へ
る
に
て
」

と
指
摘
す
る
ご
と
-
、
筆
者
は
1
 
3
番
の
み
な
ら
ず
1
 
4
番
を
も
ふ
-

め
て
額
田
王
へ
贈
ら
れ
た
歌
と
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
両
首
は
一

般
的
な
世
上
の
妻
あ
ら
そ
い
を
三
山
相
関
に
託
し
た
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
中
大
兄
の
額
田
に
対
す
る
思
い
が
深
-
秘
め

め
ら
れ
た
歌
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
1
4
番
は
、

「
立
見
介
釆
之
伊
奈
美
園
波
良
」

(
立
ち
て
見
に
来
し
印
南
国
原
)

と
あ
る
ご
と
-
'
主
語
(
「
阿
苦
の
大
神
」
)
が
省
略
さ
れ
、
我
々

に
は
播
磨
風
土
記
の
記
事
が
な
け
れ
ば
そ
の
主
語
も
判
然
と
し
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
三
山
相
関
の
話
は
当
時
一
般
に
流
布

二
十
八

し
て
い
た
は
ず
で
、
ま
し
て
聡
-
、
親
近
の
間
柄
で
あ
っ
た
額
田

に
対
し
て
主
語
明
記
の
必
要
な
ど
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
大
兄
の
こ
の
滴
首
に
対
し
て
額
田
王
の
和
し
た

歌
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
何
故
か
そ
れ
等

は
万
葉
集
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
代
り
に
、
同
じ
時
、
同
じ
場

所
で
中
大
兄
の
意
を
体
し
て
丞
女
の
立
場
か
ら
詠
作
し
た
1
 
5
番
の

「
渡
津
海
乃
‥
-
」
の
秀
歌
が
記
載
さ
れ
た
が
、
先
の
中
大
兄
に
対

す
る
額
田
の
返
歌
が
消
え
る
時
「
額
田
王
」
の
名
も
消
え
、
1
 
5
番

の
歌
は
一
見
、
中
大
兄
三
山
歌
の
反
歌
の
ご
と
き
観
を
里
す
る
に

い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
集
は
こ
の
1
 
5
番
の
歌
の
後
に
、

「
近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代
-
-
」

の
時
代
区
分
の
注
記
を
載
せ
て
は
い
る
が
、
以
下
、
1
 
6
番
・
1
 
7
番

・
1
 
8
番
.
(
<
y
>
番
)
o
J
番
と
1
連
の
額
田
王
の
歌
が
次
第
さ
れ
て

い
る
の
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。

右
の
膿
説
は
、
額
田
王
の
和
し
た
歌
に
欠
落
あ
り
と
し
て
、
1
 
5

番
の
秀
歌
の
み
が
そ
の
作
者
の
名
を
記
さ
ず
今
に
の
こ
っ
た
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
先
の
8
番
の
歌
に
つ
い
て
改
め
て
比
較

す
れ
ば
、
8
番
の
左
注
で
、

「
天
皇
御
二
覧
昔
日
猶
存
之
物
一
、
昔
時
忽
起
二
感
愛
之
情
一
、
所
以

因
製
二
歌
詠
1
鳥
二
之
哀
傷
l
也
」

と
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
「
感
愛
之
情
」
・
「
哀
傷
」
の
表
現
に
留
意

し
た
時
、
「
熟
田
津
に
-
-
」
の
歌
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、



こ
こ
で
も
欠
落
部
分
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
場
に
お
い
て
も
、
「
天

皇
」
自
身
に
「
感
愛
之
情
」
を
起
さ
し
め
へ
「
哀
傷
」
に
値
す
る
詠

作
が
あ
り
、
そ
れ
に
和
し
た
額
田
の
歌
も
つ
く
ら
れ
た
が
、
一
方

同
じ
時
へ
同
じ
場
所
で
つ
-
ら
れ
た
公
的
・
儀
礼
的
な
「
熟
田
津

に
-
・
⊥
の
歌
が
の
こ
り
、
他
は
万
葉
集
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
語
る
の
が
同
左
注
の
「
但
、
額

田
王
歌
老
別
有
四
首
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
大
兄
三
山
歌
の
場
合
、
8
番
左
注
の
「
感

愛
之
情
」
に
あ
た
る
部
分
が
1
 
3
番
・
1
 
4
番
の
両
首
に
あ
ら
わ
れ
て

は
い
る
が
'
こ
れ
に
対
す
る
額
田
の
和
し
た
歌
は
欠
落
し
、
代
り

に
8
番
と
同
じ
く
公
的
・
儀
礼
的
性
格
を
有
す
る
額
田
の
月
明
の

夜
を
の
ぞ
ん
で
航
行
安
全
を
祈
念
す
る
詠
作
が
の
せ
ら
れ
て
い
る

と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
8
番
・
1
 
5
番
の
二
首
は
、

作
者
・
詠
作
の
場
・
詠
作
の
動
機
等
に
お
い
て
酷
似
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

口
で
述
べ
た
ご
と
-
、
巻
第
一
・
第
二
の
左
注
は
巻
三
以
下
に

く
ら
べ
て
異
色
で
あ
る
が
へ
そ
の
注
記
を
加
え
た
人
物
の
「
不
似

反
歌
也
」
と
い
う
直
観
は
正
鵠
を
得
て
お
り
、
さ
ら
に
「
奮
本
」

の
次
第
を
尊
重
し
、
旧
本
の
ま
ま
に
処
理
し
た
の
も
一
応
正
し
い

と
認
め
ら
れ
る
が
、
望
む
ら
く
は
、
1
 
5
番
の
歌
に
「
額
田
王
」
三

字
の
注
記
が
あ
っ
た
ら
後
世
の
誤
解
も
な
く
て
す
ん
だ
の
で
は
と

考
え
ら
れ
る
。万

葉

集

管

見

5) (4) (3) (2) (1)

万
葉
集
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
依
拠
し
た
が
、

印
刷
上
の
都
合
も
配
慮
し
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
あ
り
。

(ll) (10) (9)

爪
注
辿

万
葉
集
全
注
釈
(
武
田
祐
吉
)
角
川
書
店

万
葉
古
径
(
津
清
久
孝
)
弘
文
堂
書
房

万
葉
集
私
注
(
土
屋
文
明
)
筑
摩
書
房

万
葉
代
匠
記
(
契
沖
)
契
沖
全
集
・
万
葉
集
古
義
(
鹿
持
雅
澄
)
国

書
刊
行
会
・
万
葉
集
新
講
(
次
田
潤
)
成
美
堂

万
葉
集
略
解
(
橘
千
薙
)
日
本
古
典
全
集
・
万
葉
集
総
釈
(
武

田
祐
吉
・
土
屋
文
明
)
楽
浪
書
院
・
万
葉
集
注
釈
(
滞
溶
久
孝
)

中
央
公
論
社
、

「
略
解
」
な
ど
は
、
同
じ
時
・
同
じ
場
所
で
よ
ん
だ
の
で
こ
こ

に
次
第
し
た
旨
述
べ
て
い
て
、
「
反
歌
だ
」
と
は
明
言
は
し
な
い

が
、
1
応
こ
こ
に
入
れ
た
。
「
注
釈
」
も
明
言
は
し
て
い
な
い
。

傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
。

山
田
孝
雄
「
高
菜
集
の
左
注
な
る
r
右
何
首
j
と
書
せ
る
事
の

意
義
」
国
語
国
文
二
1
二
(
「
万
葉
集
考
叢
」
所
収
、
宝
文
館
)

武
田
祐
吉
r
万
葉
集
』
の
成
立
、
一
、
万
葉
集
の
資
料
-
万
葉

集
大
成
総
記
篇
、
平
凡
社
(
武
田
祐
吉
著
作
集
5
、
角
川
書
店
、

所
収
)

万
葉
秀
歌
(
斎
藤
茂
吉
)
岩
波
書
店

精
撰
本
も
ほ
ぼ
同
じ
。

万
葉
集
注
釈

二
十
九



㈹
吉
永
誉
「
r
渡
津
兄
の
豊
壌
雲
に
」
の
歌
の
解
釈
を
通
し
て
」
解

1功(17) (16) (15) (14) (13)

釈
と
鑑
賞
廿
一
-
十
へ

万
葉
集
燈
(
富
士
谷
御
杖
)
古
今
書
院

折
口
信
夫
全
集
第
四
巻

「
未
詳
」
に
つ
い
て
は
、
額
田
王
の
伝
を
不
明
だ
と
す
る
説
と
額

田
を
作
者
と
す
る
こ
と
に
疑
義
あ
り
と
す
る
説
あ
り
。

「
額
田
王
」
和
歌
文
学
講
座
5
'
桜
楓
社

満
月
を
待
つ
と
す
る
山
田
孝
雄
博
士
の
説
(
万
葉
集
講
義
)
は

い
か
が
。

注
㈹
に
同
じ
。

(
昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
日
受
理
)

享


